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２０２６年３月１３日 日本鉄道労働組合連合会 

櫻田会長に学ぶ労働組合の必要性と女性参画の意義

様々な立場の人が力を発揮できる組織へ  

 
ＪＲ連合は、３月７日、「第１回女性役

員研修会」を開催した。各単組から女性役

員 22名が集まる中、上村会長は冒頭のあ

いさつで「男女平等なくして民主主義は存

在しえない。女性がリーダーシップを発揮することで、労働組

合は一層強くなる」というＩＴＵＣ（国際労働組合総連合）平

等局長のメッセージを紹介し、労働組合活動には、女性をはじ

めとする様々な立場の視点が必要不可欠であることを訴えた。  
その後、サービス連合の櫻田あすか会長をお招

きし、「労働組合に参画する意義」をテーマに特

別講義を行っていただいた。ご自身の経歴をもと

に、なぜ労働組合は必要なのか、労働組合に女性

が参画する意義とは何か、女性役員が活躍するた

めの心構え、家庭やプライベートとのご自身なりの両立などに

ついて、熱心にお話をいただいた。  
出席者はその後、それぞれが櫻田会長の講義で書き留めた心

に響いた点（別紙参照）をグループデ

ィスカッションで共有し、自分自身

の糧とすることに加え、他者の視点

での気づきを得て学びを深めた。  
ＪＲ連合は、引き続き、男女平等参

画行動目標に基づき、取り組みを進

めていく。 

サービス連合 櫻田会長 



自分らしい参加が出来る安心な環境を
【参加者の声】

労働組合の活動の参加の方法は１人1人違って良い。それができる安心な環境づ

くりが大切ということが心に響いた。

今のルールは誰かが声をあげてつくった
【参加者の声】

先人たちが業務で感じたちょっとした引っ掛かりが今の「ルール」になってきた。

私たちも、仕事の中で感じる引っ掛かりを大事にしていきたい。

意思決定の場に当事者が必要
【参加者の声】

独身時、会社の育児制度の当該者ではなかったので、育児中の組合員の大変さを

感じることが出来なかった経験から、母になった立場で現在役員を続けている。

声を掛けられるのは光栄、役職が人を作る
【参加者の声】労働組合の役員になった当初は分からないことばかり。でも自分自身、

活動を通して理解できたことは多かったので、このポジティブシンキングに納得。

ロールモデルは意識しなくてよい
【参加者の声】ロールモデルはキラキラしていなくてはならないというのは思い込

み。意識しなくても良い、自分のスタイルで、と聞いて肩の力を抜くことが出来た。

同質の集まりは滅びる、多様性は重要
【参加者の声】同じ属性の人たちが集まっていると合意形成は取りやすいが、生態

学的にも社会的にも同質の集まりは滅びている、という話が印象に残った。
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